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第４章 　区民のコミュニティ意識の調査について

これからの板橋区のコミュニティ関連施策を実りあるものにするためには、区民のコミ

ュニティ意識を的確に把握することが必要不可欠である。

　板橋区では、昭和 63 年に区民のコミュニティ意識のアンケート調査を実施した。また平

成６年には、板橋区区民意識意向調査をおこなった。

これらの調査結果を考慮し板橋区は、平成８年に、基本計画（いたばし 2005 計画）を作

成して、さらにハード面では都市計画マスタープランの施策を展開するなど、これまでの

まちづくりの実績と現在の状況を踏まえたうえで、21 世紀に向けて板橋区が目指すべきま

ちづくりを明らかにしてきた。

　しかし、職住分離の都市型生活の浸透や、地域の少子高齢化の進行や家族形態の多様化

がコミュニティ活動の変化をもたらした。さらに国際化や情報化の流れ、防災意識の高揚、

地球規模の環境問題など地域活動をめぐる状況は大きく変化している。

　そこで、当分科会では、区民のコミュニティ意識が 10 年間でどのように変化してきたか

を分析することとした。５つの地域に区分し、地域それぞれの特性を、地域の魅力を考慮

しながら、それぞれの地域について調べる。

　このアンケート調査の結果が、これからの板橋区コミュニティ関連施策に反映されるこ

とが期待される。いたばし 2005 計画は、地域の実状に応じた都市基盤の整備を進めるもの

であり、板橋区全体が調和のとれたまちとして発展することをめざすものである。各地域

がバランスのとれたまちづくりを、区民参加の下に推進し、区民と区が協働して活力ある

緑と文化のまち“板橋”を実現するための一助としたい。

１．アンケートのねらい

地域別のまちづくりは、地域住民のまちづくりへの参加を促進し、地域ごとの特性や

魅力を生かして進める必要がある。まちづくりは区民と区の協働によってはじめて可能と

なる。そこで区民のコミュニティ意識が 10 年間でどのように変化してきたかを５つの地域

別、年代別、性別、生活タイプ別（職業）に、分析をおこなう。また、家族構成による生

活パタンや、板橋区在住年数という切り口からも、解析をおこなう。

２．地域の特徴
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　ここでは、まず５つの地域の特徴と最新 10 年間の人口推移を概観する。図４－１で各地

域の人口推移グラフを描いた。この図をみると、常盤台地域の人口はほぼ横ばいであり、

志村地域は、平成８年度までは減少してきたが、平成 13 年に増加している。板橋地域と高

島平地域では人口は減少しているが、赤塚地域の人口は増加の一途をたどっている。板橋

区全体では平成 10 年以降増加している。このように人口推移も地域で異なっている。次に

地域ごとの特徴を述べる。

（１）板橋地域

行政・文化面で区の中心的役割を担っている。地域全体の過密化が進み、環境整備が課

題となっている。都市基盤、住環境、防災施設の設備充実に務め、災害に強いまちづくり

が求められる。地域住民のコミュニティ関連施策として、公園や緑地の整備の促進や交通

の利便性の向上に務めている。

（２）常盤台地域

　この地域は主に住宅地であり、住環境の整備が課題である。また、高齢者や障害者等の

自立と社会参加を促進することが必要である。宅地開発を進める中で、豊かな自然環境を

生かしたまちづくりが求められている。常盤台地域の活力を支えるコミュニティ活動を支

援している。

　　　

（３）志村地域

　板橋区の工業の中心地として発展してきた。このことから、産業と生活環境の共生に向

けて、工場と緑地のバランスが課題である。緑地を生かした施策がコミュニティ活動を活

発にしている。町会・自治会など、これまでの地縁的なコミュニティ活動に加え、興味や

関心などを共有する区民の自主的な活動を支援している。

（４）赤塚地域

　自然林や農地などの豊かな緑が残る地域である。急速な人口の集中によって、都市基盤

が未整備のままの低質な市街地が形成され、多岐にわたる問題が指摘されている。板橋区

内の貴重な自然資源の保全に務め、豊かな緑を生かした環境調和型のまちづくりがコミュ

ニティ活動そのものである。リサイクル運動や省エネルギー対策を推進し、環境にやさし
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い資源循環型社会を築いている。

（５）高島平地域

　この地域は、板橋区内では比較的新しく形成され、また計画的に都市開発がすすめられ

ている。すべての人が快適に住むことができる、まちづくりがおこなわれている。気楽に

楽しめ、賑わいとふれあいの場となる商店街づくりを促進する。広大な用地をもつ荒川緑

地を有効に利用し、地域住民がうるおいを感じられるまちづくりが必要である。

３．アンケート内容

　　アンケート調査表を、表４－１に示した。平成 13 年 3月にアンケートを実施した。調

査終了後に集計・分析をおこない報告書を作成する。

４．アンケートの予想結果

　このアンケートを行うことにより、板橋区のコミュニティの現状と課題がわかる。区民

が身近な、かつ個人では解決できない課題にどのように対処しているのか、今のコミュニ

ティは、問題解決のために機能しているか、また、区民は地域の中でどのような活動団体

に属しているのか。このようなことを明らかにすることで、行政はコミュニティとどのよ

うにかかわっていったらよいか、区と区民のパートナーシップのあり方を探求することと

したい。
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図４－１　各地域の人口推移グラフ 出典：各年1月1日現在　住民基本台帳による
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